
 2025 年度 事業計画  

 

 はじめに 

  本協会は 2029 年に 30 周年を迎えます。 

20 周年に掲げた三つの課題 

1 健康と吹矢の研究 2 国際化 3 新しい吹矢の創造 

この課題に皆様ご尽力頂き、ありがとうございます。 

  合わせて 2022 年中期計画策定し取り組み進めて頂いています。 

 

  20 年度に突如現れた新型コロナの収束は見えず、2024 年後半に、新型

ウイルス流行の兆しが言われ新年を迎えました。 

私達スポーツウエルネス吹矢協会はその環境に即した取り組みを強化

し、これから活動に、より一層の安全、衛生に最大の注意をして活動

頂きたくお願いします。 

 

新年度の協会重要課題は協会運営の安定化を目指すことです。 

全国の皆さんが、日頃の活動を通し新規会員の開拓に取り組んで頂い

ています。まさに最重点課題の会員数の安定化です。 

皆さんの取り組んで頂いている活動、誠にありがとうございます。 

協会運営は会員皆様と共有した活動が健全運営の根幹です。 

 

課題 

第一  安定会員数の確保 

現在 10 万人会員をスローガンとして日夜努力頂いています。 

会員の皆さんの力と知恵を結集し『退会現象』というマイナス連鎖を 

断ち切り、そして新規の仲間増やしに全神経を傾注して頂きたい。 

第二  高齢化現象対応 

社会的にも高齢化施策が叫ばれています。 

社会保険の見直し、年金制度の見直し、すべて高齢化現象であります。 

数年前から言われてきましたが、有効な手立ての得策はなく現在に至

っています。 

当協会の高齢化は協会体制、体質の弱体に繋がり、運営の根幹を揺る

がす大きな課題です。 

 



高齢化によるマイナス現象 

① 退会者の増加  

会員数減による運営体力の弱体化につながっています 

② 後継者不足   

支部の解散    後継者不在による体力の衰退 

組織の後継者不足 組織活動の鈍化と運営の弱体化   

   2025 年度は改めて現状を確認、再認識し、回復への課題取り組みを

強化し、一歩、一段と前進したいと思います。 

その厳しい環境の中においても、皆様方のご尽力のお陰で、2024 年度

の協会主催大会参加者が昨年を超えました。明るい情報です。 

全国皆様のご努力、ご尽力に感謝申し上げます。 

 

１． 現状について 

  ① 会員数の動向 

   2020 年度より退会減少傾向が続いています。 

   その現象の歯止めはかけられておりません。 

先ずは、現在の会員数を保ち、そして新規者を拡大し、協会を安定し 

た運営にする。その柱は会員数の拡大と安定数確保です。 

その目的達成に全員の協力が柱であります。 

2025 年度の新規会員数目標 3000 人に一層のご努力、ご協力をお願い 

します。 

（23 年度年間   入会者 2409 名 退会者 2869 名） 

（24 年度 11 月末  入会者 1369 名 退会者 1808 名） 

③  支部数の減少 

   2024 年度も減少が続いています。 

（2024 年前期の解散支部数   ） 

要因は退会と高齢化現象です。 

この現象の歯止めは厳しいですが何とか策を講じたいものです。 

（23 年度年間   新規 41 支部 解散 71 支部 年度末 1224 支部） 

（24 年度 11 月末  新規 26 支部 解散 46 支部 現在 1204 支部） 

 

2．課題 

2024 年度に引き続き 2025 年度の活動課題を次の三点とします。 

① 会員の確保  



減少対策、新規加入者の発掘 に努めてまいります。 

② 人材の確保 後継者を発掘する。 

③ 財政の安定 第一に運営安定会員数の確保 

 

3．活動方針 

  2022 年策定し 2023 年度より事業軸として「中長期計画」を開始し 2025

年に入ります。 

  各担当部で進捗を確認し一歩一歩前進した活動に取り組み頂いています。 

その事実を踏まえ改めて次の取り組みに傾注し進めて頂きたい。 

① 会員数の確保  

2025 年度 新規会員 3000 人 

② 人材の確保   

組織全体に後継者不足に陥っている。早急の対応が必要と考ます。 

③ 活動の回復   

活動は財政の大黒柱であります。 

体験会 、大会（全国各地区開催ブロック・県・市・支部等） 

段級位認定試験 資格認定試験等 会員重視活動を進めてまいります。 

④  新指導員制度 

指導員試験 指導員更新講習を軸に改革に取り組みます。 

⑤  その他中長期計画に基づいた活動に取り組んでまいります。 

４ 協会の体制強化 

組織改革 新組織体制を実施する 

外部団体との事業タイアップに務め合わせて SWFA の知名度ア 

ップに努める。 

 5．学術的エビデンス  

スポーツウエルネス吹矢の魅力を追求する。 

 6．SWF ブランドの認知拡大  

地域活動の活性化 広報活動に努める 

 

 

 

 

 

 



2025 年度 各目標値（数値のみ）（スポーツウエルネス吹矢 SWF と記す） 

担当部 課題（一部略称） 
2023 年 

実績 

2024 年 

実績 

2025 年 

目標 
備考 

普及部 新会員数確保 2409 名 2200 名 3000 名 会員 5 万名 

普及部 体験会開催   300 回 
1000 回 

開催 

競技部 
全日本 SWF 

団体選手権 
302 名 360 名 350 名 200 組 

競技部 
SWF 

理事長杯大会 2025 
322 名 322 名 400 名 

500 名 

大会 

競技部 
全日本 SWF 

選手権大会 
396 名 516 名 600 名 

47 全県 

参加 

競技部 
全国 SWF 

オープン大会 
517 名 683 名 800 名 

1000 名 

大会 

障がい者 

サポート部 

全国障がい者 

SWF 大会 
59 名 57 名 80 名 

100 名 

大会 

ジュニア部 
全国 SWF 

ジュニア大会 
 30 名 50 名 

100 名 

大会 

担当部 課題（一部略称） 
2025 年 

1 月現在 

2024 年度 

会員数 

2025 年度 

目標 
備考 

ジュニア部 会員数の確保  350 名 400 名  

障がい者 

サポート部 

障がい者サポート部

会員数 
1124 名 50 名 1200 名 

1200 名 

構想 

教育部 公認指導員 1587 名 169 名 200 名 
2000 名 

構想 

教育部 上級公認指導員 890 名 66 名 70 名 
150 名 

構想 

教育部 A ライセンス資格者 99 名 1 名 10 名 
150 名 

構想 

教育部 段級位取得者 19446 名 予 6300 名 6500 名 取得推進 

審判員部 審判員 939 名 850 名 1500 名 
 

 

障がい者 

サポート部 

障がい者サポート部

公認指導員 
469 名 50 名 60 名  



  
8．各部の活動方針 

普及部 

 事業方針 

   中期計画への施策推進  

 事業計画 

① 魅力度の向上を図る 

・長く楽しむ施策「吹矢と健康」の深堀推進・交流機会の向上「交流会競

技会」の推進 

② 女性活躍の拡大 

・女性リーダーの拡大（５０％）への推進 

③ 複数体験会の拡大 

・体験会キャンペーンの実施「吹矢と体験」 

活動内容および 

① 魅力度の向上施策  健康情報の共有化体制の構築 

② 女性活躍の拡大施策 

③ 普及拡大支援体制の整備 

④ ブロッツク長会議による全国普及活動の促進 

競技部 

   活動方針 

    中長期計画に則った大会の企画と運営 

    １ 新種目の企画と実施 

    ２ 高齢化に対応した大会種目の検討と実施 

    ３ 大会会場での応援可能な開催方法の検討と実施 

   活動内容 

目標と位置づけを明確にしたうえで全国大会を運営する 

 大会の開催 

１ 第７回全日本スポーツウエルネス吹矢団体選手権大会   

開催日 ５月 27日 会場 東京体育館 

        多くの会員が楽しく吹矢を実感できる大会 

２ スポーツウエルネス吹矢理事長杯大会 2025            

開催日 ５月 28日 会場 東京体育館 

３ 第７回全国スポーツウエルネス吹矢オープン大会         

開催日 11月１１日 会場 墨田総合体育館 

種目を検討し多くの会員の楽しめる大会とする 

     ４ 第１３回全日本スポーツウエルネス吹矢選手権大会        

開催日 11月１２日  会場 墨田総合体育館 

４７都道府県から選出代表選手による日本一を決定する大会 



    ５ スポーツウエルネス吹矢チャンピオンシップ２０２５（仮）       

開催日 2月  日 会場 本部教室 

    ６ スポーツウエルネス吹矢アンダー５５（仮）               

開催日 8月  日 会場 未定 

 

教育部 

 活動方針 

  １ 安定指導員数の確保 

  ２ 指導員試験の再検討 26年導入 

  ３ 指導員更新講習の再検討 26年導入 

  ４ 段位試験の拡大 六段位審査県開催 七段位審査ブロック開催 

2020 年新型コロナの影響を受け、退会者増加、又、健康面・活動環境等で資

格返上者の歯止めが厳しい、その状況を踏まえて各事業に取り組んでゆく。 

1） 人材の育成・教育 (外部研修参加)（各ブロック・県会長・支部長支援) 

指導員資格者の確保 会員を 2026年 30,000人と想定し、会員 15名に 1名の

指導者を確保を想定する。 

2)  指導員制度の構築  

3)  資格更新講習 （2のテーマに連動する） 

資格更新講習会の再構築をする。 

新規指導員資格認定試験にて人材の確保に努める。 

 

審判部 

 事業方針 

１ 全国審判体制の整備と審判技術の統一 

２ 審判の質的・技術的向上と公認審判員の計画的な育成 

事業計画 

① 全国審判部と情報交換を図り、審判知識・技術)の標準化を進める。 

② 審判部組織体制の整備 ・(全国)公認審判員 1,５００名体制  

 

障がい者サポート部 

  事業計画 

 １ パラ国体 正式種目へのアプローチ 

 ２ 各大会参加者の拡大 



    ３ 人材の育成 各部と連動し再構築する 

  活動内容 

    体験会を障がい者、健常者合同開催で普及、会員確保に努める 

全国各地で障がい者（健常者も含む）体験会の開催  

公益事業体験会等の計画立案と実施  障がい者に広く普及，振興に努める。 

指導員の増員を目指し、障がい者指導の充実と展開を図る。 

 

ジュニア＆ユース部 

① ジュニア会員の拡大 

会員の練習場の確保 

② ジュニア指導員の養成 

日レク課程認定校の授業に取り交渉 

③ ジュニア＆ユース会員獲得マニュアル作成 

自治体助成金、練習場の確保等の営業マニュアル作成 

④ 魅力度向上施策 

年齢別年間チャンピオンの開催 

 

国際団体設立準備室 

事業方針 

 １ 発足した「国際スポーツウエルネス吹矢連盟」の細部の充実 

 ２ 海外協会の強化 支部の充実 

 ３ 国際団体の活動支援 

 ４ 海外協会 支部への情報発信 

活動内容  

⚫ 11月予定の世界大会参加要請を続ける 

⚫ 世界大会参加の準備をする 

⚫ 海外在住指導員の育成と養成 

組織管理部 

 事業方針 

  1. 活動の活発化に伴う業務量増への対応。 

2. 会員管理業務の効率化の追求 

   3. 入会獲得策、退会者削減に向けた実態の把握・分析に関する情報の提供 



 以上の目標に重点を置き、会員支援してまいります。 

総務部 

1． 予算管理の徹底 

2． 適切な収支管理と報告 

3． 経費削減の提案 

以上の目標に重点を置き、各部を支援してまいります。 

以上 


